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１－１．研究開発構想の概要（MS目標）
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「2050年までに、AIとロボットの共進化により、
自ら学習･行動し人と共生するロボットを実現」



１－２．研究開発構想の概要
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AIとロボットの共進化による自ら学習・行動する
ロボットの実現

AI

自ら学習・
行動する

ロボット

自らの身体(ロボティクス）を
介して実世界の情報を自律
的に取得、学習するAI

低消費電力化

センシング・認識技術
（IoTセンサー）

機構・駆動（アクチュエー
ター）・制御系デバイス

その他、エネルギー源、材料、通信、セキュリティ、大規模データ
（ビッグデータ）、ヒューマンインターフェース等の技術の取り込み

データ駆動型AIや知識推
論型AIの高度化・融合

アーキテクチャの最適化
安心安全評価
標準化・モジュール化
メンテナンス

想定する活用現場：
宇宙空間、災害現場、無人建設現場、等

脳とAIのクロス/
トランスレーショナル

Robot



１－３．研究開発構想の概要
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人 環境

AIロボット

共進化

相互作用により、知識構造を１つ上の
レベルにAufhebenする



１－４．研究開発構想の概要（１）

• 2050年、2030年のターゲット
• 研究開発グループ１

• 2050 年までに、人が違和感を持たない、人と同等以上な身
体能力をもち、人生に寄り添って一緒に成長する AI ロボッ
トを開発する。

• 2030 年までに、一定のルールの下で一緒に行動して90％以
上の人が違和感を持たない AI ロボットを開発する。

• 研究開発グループ２
• 2050 年までに、自然科学の領域において、自ら思考・行動
し、  自動的に科学的原理・解法の発見を目指すAI ロボット
システムを開発する。

•  2030 年までに、特定の問題に対して自動的に  科学的原理・
解法の発見を目指す AI ロボットを開発する。
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１－４．研究開発構想の概要（２）

• 2050年、2030年のターゲット
• 研究開発グループ３

• 2050 年までに、人が活動することが難しい環境で、自律的
に判断し、自ら活動し成長する AI ロボットを開発する。

• 2030 年までに、特定の状況において人の監督の下で自律的
に動作する AI ロボ ットを開発する。
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２－１．目指す社会像（１）
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２－１．目指す社会像（２）
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２－１．目指す社会像（３）
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２－２．目指す社会像とPMの関係
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原田PM
「人とAIロボットの創造的共進化によるサイエンス開拓」

菅野PM
「一人に一台一生寄り添うスマートロボット」

平田PM
「活力ある社会を創る適応自在AIロボット群」

永谷PM
「多様な環境に適応しインフラ構築を革新する協働AIロボット」

2050 年までに、人が違和感を持たない、人と同等以上な身体能力を
もち、人生に寄り添って一緒に成長する AI ロボットを開発する。

2050 年までに、自然科学の領域において、自ら思考・行動し、自動的
に科学的原理・解法の発見を目指すAI ロボットシステムを開発する。

2050 年までに、人が活動することが難しい環境で、自律的に判
断し、自ら活動し成長する AI ロボットを開発する。 



２－３．プロジェクト（１）
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菅野 重樹 (SUGANO Shigeki)
早稲田大学 理工学術院 教授
Professor, Faculty of Science and Engineering, 
Waseda University

一人に一台一生寄り添うスマートロボット

柔軟な機械ハードウェアと多様な仕事を学習できる独自のAIとを組み
合わせたロボット進化技術を確立します。それにより2050年には、家
事、接客はもとより、人材不足が迫る福祉、医療などの現場で、人と
一緒に活動できる汎用型AIロボットの実現により、人・ロボット共生
社会を実現します。

Project Manager (PM):

Project:



２－３．プロジェクト（２）
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永谷 圭司(NAGATANI Keiji)
東京大学 大学院工学系研究科 特任教授
Project Professor, School of Engineering, The 
University of Tokyo

多様な環境に適応しインフラ構築を革新する協働AIロボット

月面や被災現場を含む難環境において、想定と異なる状況に対して臨機応変に
対応し、作業を行うことが可能な協働AIロボットの研究開発を行います。2050
年には、この協働AIロボットが、人の替わりに、自然災害の応急復旧や月面基地
の建設を実現すると共に、この技術が、地上のインフラ構築や維持管理にも役立
ちます。

Project Manager (PM):

Project:



２－３．プロジェクト（３）
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原田 香奈子(HARADA Kanako)
東京大学 大学院医学系研究科・工学系研究科 准教授
Associate Professor, Graduate School of Medicine, Graduate School 
of Engineering, The University of Tokyo

人とAIロボットの創造的共進化によるサイエンス開拓

科学者と対等に議論しながら、人では困難な環境（危険な環境、微細な環境、
等）におけるサイエンス実験を行うAIロボットを開発します。科学者とAIロボットの
関わり合い方を自在に変え、共に試行錯誤することで未経験の対象物や環境に
も対処します。それにより2050年には、サイエンス分野においてAIロボットによる科
学原理・解法の発見を実現します。

Project Manager (PM):

Project:



２－３．プロジェクト（４）

14

平田 泰久 (HIRATA Yasuhisa)
東北大学 大学院工学研究科 教授
Professor, Graduate School of Engineering, 
Tohoku University

活力ある社会を創る適応自在AIロボット群
様々な場所に設置され、いつでも、だれでも利用でき、個々のユーザに合わせて
形状や機能が変化し適切なサービスを提供する適応自在AIロボット群を開発し
ます。2050 年までに、人とロボットとの共生により、すべての人が参画できる活力
ある社会の創成を目指します。

Project Manager (PM):

Project:



２－４．プロジェクト・ポートフォリオ
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ロボット研究主体 AI研究主体

自律的に判断し、成長するための研究開発

人間に寄り添い、成長するための研究開発

原
田
PM

人
と
AI
ロ
ボ
ッ
ト
の
創
造
的
共
進
化
に
よ
る

サ
イ
エ
ン
ス
開
拓

菅野PM
一人に一台一生寄り添うスマー
トロボット

永谷PM
多様な環境に適応する協調型AI
と群ロボットによるインフラ建
設の革新

平田PM
活力ある社会を創る適応自在
AIロボット群

自己発展型学習人が違和感を持たない身体性
特定領域で活躍するロボット

統合型AI(ロボットの知能)ロボットへのAI技術の融合



３．これからの研究開発の進め方
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海外機関(NSF/IROS等)との連携を進め、効率的かつ、最先
端の研究開発を進める。

進捗状況に応じ、社会実装をめざし、企業との連携等を積
極的に進める。

社会実装の観点から、AIロボットの社会受容性（安心安
全、ELSIの視点を含む）に関する検討を進める。

目標３内のPM・PI間の連携・協調による相乗効果を引き出
すとともに、他のMS目標（特に目標１）と連携した会議・
ワークショップ等のイベントを定期的に開催する。
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ご静聴、ありがとうございました


